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地下深部岩盤の初期応力状態を事前に把握することは，地下空間の設計，施工および長期安定性の検討に重要

な課題である。本研究の目的は，水圧破砕法による岩盤初期応力測定結果と広域の応力場との関係を定量的に評価

することである。深さ 750ｍ迄のボーリング孔内で得られた地質情報からニ次元および三次元の解析地盤モデルを

作成し、非線形複合降伏モデル（ＭＹＭ）および有限要素法（ＦＥＭ）による応力解析を行った。 

 地盤モデル区分の指標となる物理定数は，区分深度が明確でかつ地盤物性を的確に反映する必要がある。本

研究では電気検層によるロングノルマル（LN）値に着目した。LN 値を区分指標とするには，深度方向の岩盤状態

変化を反映し，同時に解析入力定数と高い相関があることが望ましい。そのため，LN 値と岩石試験結果との相関

を検討し，LN 値が岩石の強度・変形特性を反映していることが想定でき，LN 値が区分の指標として適切であると

考えた。 

 LN 値の深度変化から深度 750ｍまでを 20 層に区分した。本研究では，ニ次元ＭＹＭと三次元ＦＥＭの解析結

果を比較・検討するので，地盤モデル区分は同一とした。 

 三次元 FEM では，岩塊実質部と亀裂との強度変形特性を含む等価弾性体として物性を設定した。ニ次元ＭＹ

Ｍでは岩塊実質部と亀裂の強度変形特性を分離して評価した。本地区のように岩盤が良好である場合に，従来の岩

盤分類では物性の差を詳細に表現できない。また各々の地盤モデル区分は多種類の岩盤等級を含むことが多く，地

盤モデル区分毎に等価な岩盤等級を設定する必要がある。岩盤等級「Ａ」から「Ｄ」に１から６の評点を与えて，

区分毎に岩盤等級の区間長の重み付け平均を行い，「岩盤分類指数」として定義し，岩盤分類指数に対応する物性

値表を設定した。この表を用いて地盤モデル区分毎の岩盤分類指数に対応する物性値を設定した。 

ニ次元複合降伏モデルでは，微細な潜在亀裂を含む母岩の岩盤物性と不連続面の特性を入力する必要がある。

母岩の三軸強度定数は，従来の岩盤分類の提案値を用いた。不連続面の分布は超音波式ボアホールテレビューアで

得られた明瞭な亀裂を解析に用いた。亀裂方向はＮＳ方向とＥＷ方向および水平の亀裂が卓越しているので，全て

の亀裂がこの３方向に存在するものとした。強度変形特性は一般値を用いた。 

解析の結果，三次元ＦＥＭ解析および二次元ＭＹＭ解析による深度方向の応力勾配は，細部では差が認められ

るものの概ね一致する傾向を示し，地盤モデル区分とその物性値の設定が適切であることが判明した。本報告では

主として解析用地盤モデル区分とその物性値設定法について報告する。 

 


